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議事録番号	
 

提出	
 平成２７年１月１３日	
 

	
 

会合議事録	
 

	
 

研究会名：構造物性研究会	
 

日	
 	
 時：平成 27 年 1 月 10 日	
 10:00-12:30	
 

場	
 	
 所：立命館大学びわこ・くさつキャンパス「エポック立命」K310 会議室	
 

出席者：（議事録記載者に下線）	
 

青柳忍（名古屋市立大学），有馬孝尚（東京大学），石井賢司（原子力機構），岩

堀禎浩（村田製作所），笠井秀隆（理研），加藤健一（JASRI），河口彰吾（JASRI），

木村滋（JASRI），久保田佳基（大阪府立大学），黒岩芳弘（広島大学），是枝聡

肇（立命館大学），杉本邦久（JASRI），中尾裕則（KEK），西堀英治（筑波大学），

福田勝利（京都大学），藤井康弘（立命館大学），藤原明比古（JASRI），森吉千

佳子（広島大学），安田伸広（JASRI），若林裕助（大阪大学）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 計 20 名	
 

	
 

議題：	
 

10:00-10:05	
 開会の挨拶（黒岩芳弘（広島大学））	
 

	
 

先端活用研究の紹介と利用研究の展望	
 

10:05-10:35	
 電池分野における回折＆散乱実験と放射光実験に対する要望	
 

福田勝利（京都大学）	
 

10:35-10:55	
 単結晶時分割構造解析実験の現状と将来展望	
 

青柳忍（名古屋市立大学）	
 

10:55-11:15	
 今後の物質科学の方向性について	
 

有馬孝尚（東京大学）	
 

	
 

ビームラインの高度化計画	
 

11:15-11:30	
 BL40XU の現状について	
 

安田伸広（JASRI）	
 

11:30-12:00	
 BL02B1 の現状と BL02B2 の改造計画について	
 

杉本邦久（JASRI）	
 



	
 

11:55-12:30	
 全体討論	
 

	
 	
 ・構造物性研究の将来展望と方向性について	
 

	
 	
 ・BL02B2 に導入される新しい計測システムの利用について	
 

	
 

議事内容：	
 

・始めに黒岩代表より開会のあいさつがあった。会場準備に尽力くださった是

枝聡肇先生（立命館大学）へ感謝の意を表した。	
 

	
 

・「先端活用研究の紹介と利用研究の展望」と題して，福田勝利氏（京都大学），

青柳忍氏（名古屋市立大学），有馬孝尚氏（東京大学）の３氏から発表があり，

その後ディスカッションがあった。	
 

	
 

・「ビームラインの高度化計画」として，本研究会メンバーがよく利用するＸ線

回折 BL の担当者である安田伸広氏（JASRI），杉本邦久氏（JASRI）から現状報

告や改造計画の紹介があり，その後ディスカッションがあった。以下に発表と

意見交換の内容を列記する。	
 

	
 

BL40XU の現状について	
 

・BL40XU は高フラックスビームラインとして整備されている。	
 

・ハッチ１とハッチ２がある。ハッチ１は小角散乱やイメージングに利用され

ている。ハッチ２は 2005 年に CREST により建設され，時間分解測定やマイクロ

ビームを用いた微小単結晶構造解析が可能である。2010 年から共用利用開始さ

れた。	
 

・ハッチ２のＸ線ピンポイント構造計測装置について現状の説明があった。Ｘ

線パルスセレクター（1	
 kHz パルス），ゾーンプレートによるサブミクロン集光

系（1	
 μm と 100	
 nm），微小結晶の高精度アライメント（偏心誤差±250	
 nm/360°）

１軸回転，２次元検出器の CCD（RIGAKU	
 Saturn724）と IP が整備されている。

可能な外場環境は，レーザー（光学定盤設置），高温・低温測定（90	
 –	
 1000	
 K），

蛍光Ｘ線によるマッピング測定である。	
 

・BL02B1 との主たる違いは強度が大きいことである。BL02B1 ではビームサイズ	
 

150	
 x	
 150	
 μm2時に 106	
 photon/sec/μm2であるのに対し，BL40XU では 107	
 -	
 1010	
 

photon/sec/μm2である。2	
 μm サイズの結晶の構造解析用データも数 10 分から

数 100 分の露光で測定可能である。	
 



・マイクロビームと平行ビームとの切り替えの高速化と簡便化のためダブルビ

ームステージの作成を行った。これにより 5-30 分程度で切り替えと調整が可能

となった。ビームライン担当者がいなくても切り替え可能である。	
 

・自動四象限スリットの導入によるマイクロビーム精密構造解析用ビームサイ

ズ調整機構を整備し，1	
 μm（マイクロビーム）から 50	
 μm（平行ビーム）の間

で連続的にビームを変えられるようにスリットを自動化する計画が進行中であ

る。マイクロビームを利用したユーザーの拡大を目指す。	
 

・ビームがずれる原因について質問があった。人が近づく，時間がたつことに

よりビームがずれる。現状ではその都度調整し直すしかないが，原因を追及す

べきではないかという意見があった。	
 

・共用ビームタイムの内訳について質問があった。	
 

・微小結晶一粒のピックアップの方法について，機材を導入したり粉体の分散

の方法を工夫したりする必要性についてコメントがあった。	
 

	
 

BL02B1 の現状について	
 

・単結晶回折実験を主な目的として整備され，実験ハッチ内の上流に CCD 検出

器と IP 検出器を整備した回折計（主にこれを使用），下流に多軸回折系が設置

されている。	
 

・DAC による高圧単結晶構造解析システムを整備した。シンテック社製	
 50	
 mm

角の時計型セル（分離型）を採用し，開口角 70°（2θ	
 <	
 35°）の測定が可能

である。手締めではなく加圧装置を用いた加圧を行う。ルビー蛍光圧力モニタ

ーシステムにより内圧を測定する。既存のゴニオメーターヘッドに取り付け可

能である。下流から観察できるカメラを取り付け，大まかな試料位置を観察可

とした。2015A 期から共用に供する予定である。	
 

・現在使用可能な外場は温度，光，電場，圧力である。	
 

・今後 SPring-8-II への対応を考える必要がある。Pilatus などの整備の可能性

について議論した。	
 

	
 

BL02B2 の現状と改造計画について	
 

・2014B 期より河口彰吾研究員がＢＬ担当者として着任した。	
 

・現在使用しているオフラインの IP 検出器（FUJI	
 BAS2500）は遅く，オフライ

ンであるため，ユーザーフレンドリーさに欠ける。要望のあるオペランド測定

などの多種多様な研究が可能な検出器にアップグレードが必要である。さらに，

従来メーカーによるIP読み取り機の製造およびメンテナンスが終了しているた



め、新しい検出器と入れ替えることが喫緊の課題である。	
 

・IP 検出器の問題をうけ，１次元半導体検出器 MYTHEN（thickness	
 1000μm、

with	
 housing）を導入することが決定された。現状の IP の 1.5 倍の距離に設置

し，Δ2θ	
 =	
 0.0075°の測定を可能とする。６個を連装して整備する予定であ

る。	
 

・MYTHEN は３月に納入される。2015B 期からの共用開始を目指す。しばらくは

MYTHEN と IP を共存させる。	
 

・MYTHEN では粉末試料の粒度がわからないため，Flat	
 panel をとりつけて粒度

確認をできるように整備する。	
 

・６連装で MYTHEN を使用する際，検出器間にギャップが生じる。このギャップ

を埋めるため，①Double	
 step	
 mode（検出器を移動させて 2θ	
 <	
 78.35°を測定），

②Fixed	
 mode（検出器を±45.1°の 2θ範囲に非対称に配置して固定。透過法な

ど上下に回折線が観測される場合は使用可）の２つのモードを準備する。	
 

・MYTHEN 検出器による電子密度解析は困難であるとの指摘があった。MYTHEN は

既に理研 BL にて加藤研究員によって整備されつつあるため，情報交換しながら

作業を進めていく旨が確認された。	
 

・オプションとして，高角度分解測定が可能な Long	
 arm	
 mode（Δ2θ	
 =	
 0.0025°）

を整備する。	
 

・MYTHEN 検出器の迅速読み取り性能を活用したミリ秒～秒の時間分解測定の可

能性を検討する。	
 

・温度変化用吹き付け装置の常設化を行う予定である。低温装置を上流側，高

温装置を下流側に常設する。これと関連して，スペース確保のためゴニオメー

タ全体を 1	
 m 下流に移動する予定である。	
 

・サンプルチェンジャーを積極的に活用し，ユーザー獲得を目指す。	
 

	
 

	
 

上記を受けて，今後の構造物性研究会やBLの戦略について議論した。SPring-8

で中心的に実験している人だけの会合ではなく，非利用者からの意見も聞くよ

うにし，そのような活動の中から次世代ビームを利用した研究テーマの議論を

行う必要があるとの意見があった。	
 

	
 

以上	
 

	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 



	
 


